
① 海外療養費支給申請書（健保様式）

② 診療内容明細書兼領収明細書（医科）表面（健保様式） ② 診療内容明細書兼領収明細書（医科）裏面（健保様式）
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支払った費用のすべてが給付の対象になるとは限りません。
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(*2)  照会が必要と健保が判断した場合のみ、後日依頼いたします。

【医科用】

A ・治療の内容が本人の申請と合っているか

B ・保険適用内の治療か否か　　・症状に適切な治療内容かどうか

C ・治療に対しての治療費が記入されているか　・合計額があっているか

D ・医師が外国語で記入したものが、すべて和訳されているか

E ・和訳者の情報（*和訳した内容について確認する場合が有る為）

F ・診療を受けた分の領収証が全てあるかどうか　・合計金額が治療費の合計とあっているか

G ・CとFの金額に差がある場合は、差額の理由

H ・病院名・医師名・診療録番号等により治療内容と領収証の繋がりを確認

・診療内容明細書にて医師の指示があった検査、投薬等に金額がはいらないケース

　（別機関にて検査・薬購入等を実施し、その機関に支払いをした場合など）は別途領収証が必要。

・領収証は、支払内容・金額・支払者（被保険者）氏名・支払日がわかるものであることが必要。

・受診した日に現地にいたかどうか

・日本出国・現地到着・帰国した方は日本入国の年月日のわかるスタンプの写しがあるかどうか

　＊ｅゲートを通過した場合でもスタンプは受けられます。

　＊治療を受けた国と出向先が同じ場合のみ会社発行の「勤務証明」で代用が可能です。
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パスポート(写）

治療を受けた方が治療を受けた日に治療を受けた国にいたことを確認できる

こと

・次のａ及びｂ～ｄのスタンプがあるページの写し

ａ治療を受けた方の顔写真

ｂ治療を受けた日の直前の日本出国

ｃ治療を受けた国への入国

ｄ治療後帰国済の場合は、日本入国・自動化ゲートを通った場合でもスタン

プを押してもらうこと

・出向先と治療を受けた国が同じ場合は、会社発行の勤務証明でも可（出

向期間、出向先明記）

同意書（原本）(*2) ・海外の医療機関に対して療養内容の照会を行うためのもの

(*1)  健保指定様式以外で提出の場合は、健保様式と同じ内容が含まれていること。以下の確認点を確認できることが必要です。

確認点

海外療養費支給申請書（原本） ・自筆の場合のみ押印省略可

②

診療内容明細書　　

 兼　領収明細書

（原本）(*1)

表面（1枚目）：受診した医療機関に提出し、記入してもらうこと

・症状に合わせた治療内容や材料等が明確に記載されていること

・治療費が明確に記載されていること

裏面（2枚目）：表面（1枚目）の邦訳を記入する

・邦訳・ 邦訳者の情報が明確に記載されていること

領収書（原本）

・診療内容明細書兼領収明細書で支給の対象となる治療にかかった治療費

を申請者が支払った確認ができる事

・診療内容明細書兼領収明細書の金額と領収証の金額に差がある場合は、

台紙の記入欄に内容を記入

＊治療内容のレベルや治療費は国ごとに異なるため、海外の病院で発行された診療内容明細書と領収明細書に基

づいて国内の健康保険で定めた治療を基準に算定した額が給付の対象となります。

＊日本国内で保険適用となっていない療養は給付の対象になりません。

＊療養の目的で海外に出向き、療養を受けた場合は支給の対象になりません。

必要書類 以下に注意し、漏れの無いようにお願いいたします。
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③ 領収証 台紙（健保様式） ④ パスポート（写）　台紙（健保様式）
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